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             審 議 経 過            

（ 事 務 局 ）  

それでは 、定 刻 とな り ま したので 、は じめ させ ていただ きたい と思 います 。平 成 ２ ６

年 度 第 １ 回 川 西 市 産 業 ビジ ョ ン推 進 委 員 会 の方 を開 催 したい と思 います 。 ま

ず 、本 日 の委 員 会 につきま しては 、委 員 ９ 名 の う ち ７名 の方 の出 席 をいただいて

お り ます 。過 半 数 を超 えてお り ますので 、本 会 が成 立 してい る こ と を ご報 告 申 し上

げます 。 

 それでは 、川 西 市 産 業 ビジ ョ ン推 進 委 員 会 規 則 第 ７条 に基 づ きま して 、 これ よ

り佐 々木 委 員 長 に議 事 進 行 を務 めていた だ き ますので 、 よ ろ し く お願 いいた しま

す 。 

 

（ 委 員 長 ）  

 皆 様 、 こんばんは 、ご多 忙 中 の中 まこ とにあ りが と う ご ざいます 。昨 年 度 に皆 様

のお手 元 にある産 業 ビジ ョ ンの進 捗 状 況 につきま して 、 ご協 議 いただ き ま してま こ

とにあ りが と う ご ざいま した 。 本 日 はそれから １年 が経 過 してまい り ま した中 で 、 ど こ

まで事 業 が進 捗 し てい るか 、 また方 向 性 は間 違 っていないかど うか 、 指 標 の達 成

状 況 はど うか とい っ た こ とにつき ま して精 査 いただ き 、 ご意 見 を賜 りたい と思 っ てお

り ます 。 また 、新 商 品 を開 発 した事 業 者 に対 する補 助 制 度 など 、具 体 的 に新 し

い事 業 提 案 など も伺 っ てお り ます 。その点 につきま して も 、 ご 討 議 を よ ろ し く お願 い

したい と思 います 。 

 それでは 、簡 単 ですけれど も 、 これで挨 拶 にかえ させ ていただ き ます 。本 日 は 、ど

う ぞ よ ろ し く お願 いいた します 。 

 それでは 、早 速 ですが 、議 事 に従 って進 め させていただ き ます 。 ３ の産 業 ビジ ョ ン

における平 成 ２ ６ 年 度 の取 組 状 況 につき ま し て 、事 務 局 よ り 説 明 を よ ろ し く お願

いいた します 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 はい 、では 、説 明 に移 りたい と思 い ます 。 お手 元 の資 料 に 、次 第 から続 き ま し

て 、資 料 1から資 料 8までご用 意 させ ていただ き ま した 。 こ ち ら一 連 を説 明 させ てい

ただ き ま して 、 ご 意 見 等 をいただければ と考 えてお り ます 。 

 では 、早 速 移 り ます 。資 料 １の構 成 ですけれど も 、基 本 産 業 ビジ ョ ンの ２ ９ ペー

ジ以 降 、基 本 方 針 1から3まで掲 載 してお り 、 その １つずつの事 業 の主 な施 策 とい

う こ と であげ させ ていただ き ま して 、 どんな取 組 状 況 であるか 、 また 、今 後 の展 望 ・

課 題 はど う で あるか とい う こ と を説 明 させていただ き 、基 本 方 針 ご とにあげてお り ま

す評 価 指 標 の今 の達 成 状 況 とい う こ と で説 明 を させていただ きたい と思 います 。 

 それでは 、 まず 、 １ ページ目 の基 本 方 針 １か ら説 明 させていただ き ます 。 まず 、 １

－ １起 業 ・ 就 労 支 援 体 制 の整 備 ですけれど も 、 まず 、 主 な施 策 と し ま して 、川 西

しご と ・ サポー ト セ ン タ ーにおいて 「 若 者 サポー ト事 業 」 を実 施 する と掲 げてお り ま し

て 、平 成 ２ ４ 年 ７月 か ら川 西 しご と ・ サポー ト セ ン ターにおいて 、 「 若 者 サポー ト 事

業 」 を実 施 してお り ます 。下 に取 組 実 績 を 、平 成 ２ ５ 年 度 まで掲 載 させ ていただ

いてお り ます 。参 考 と し ては 、仕 事 サポー ト セ ン ター利 用 状 況 全 体 の数 字 を掲 載

させていただいてお り ます 。 「 若 者 サポー ト事 業 」 と い うのは 、仕 事 サポー ト セ ン ター

が全 世 代 の就 職 の相 談 を受 けるんですけれど も 、 「 若 者 サポー ト 事 業 」 は 、若 者

に特 化 した とい う形 のサポー ト事 業 とい う 形 で立 ち上 げてお り ます 。 とい う こ と で 、

実 績 と し ては 、平 成 ２ ４年 度 が来 所 者 数 ４ ７ ４ か ら平 成 ２ ５ 年 度 が ６ ２ １ 人 とい う

こ と で上 がっ てお り ます 。ただ 、登 録 者 数 が減 っておるよ う な状 況 でございま して 、

今 後 の展 望 ・ 課 題 と し ま し ては 、 「 若 者 サポー ト事 業 」 についてPRを図 っ てい き 、

またチ ラ シ等 がございませんので 、そ う い っ た ものを作 成 して 、 利 用 者 件 数 を増 加

させてい き 、就 職 の件 数 の増 加 を図 っ てい き たい とい う こ と で考 えてお り ます 。 

 次 に 、 １－ ２ ．経 営 環 境 の改 善 等 による商 工 業 の活 性 化 にお きま して 、 前 回

のビジ ョ ンの委 員 会 で も説 明 させ ていただ き ま した提 案 公 募 型 地 域 経 済 活 性
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化 事 業 補 助 制 度 の実 施 とい う ものがございます 。 こ ち ら ですけれど も 、池 田 泉 州

銀 行 の委 員 さんにも就 任 していただ き 、要 綱 も平 成 ２ ５年 ９ 月 １ 日 に制 定 し 、 ２ ５

年 度 、 ２ ６ 年 度 と取 り 組 んでまい り ま したけれど も 、年 間 計 ３ 回 募 集 期 間 、今 も

現 在 第 ３回 の募 集 期 間 中 でございますが 、毎 回 数 件 の問 い合 わせはあ り ます

が 、正 式 な応 募 はない とい う状 況 で 、 まだ 、 実 績 は ０ とい う こ とに な っ てお り ます 。

今 後 の展 望 ・ 課 題 と し ま し ては 、今 現 在 、国 の方 でやっ てお り ます地 方 創 生 先

行 型 の交 付 金 を活 用 し 、 補 助 制 度 の拡 充 を図 ろ うか と考 え てお り ます 。そ ち らが

資 料 ２ にな り ます 。 資 料 ２ を見 ていただ き ます と 、 概 要 の方 が １ペ ージ目 、 ２ ページ

目 に新 し く 追 加 分 とい う こ と で し て 、 現 在 の内 容 につきま しては 、前 回 説 明 済 み

なので省 略 させていた だ き ま して 、 追 加 分 の方 を説 明 させていただ き ます と 、 主 な

違 いですけれど も 、通 常 は起 業 する方 を地 域 の経 済 の活 性 化 になるかど うかの

審 査 会 を開 き 、 なおかつ 、公 益 財 団 法 人 兵 庫 産 業 活 性 化 セン ターが行 います

空 き店 舗 対 策 といわれる助 成 金 の補 助 をいただければ 、それに随 伴 して補 助 と

い うのが現 在 の内 容 ですけれど も 、追 加 分 といた しま しては 、その兵 庫 産 業 活 性

化 セン ターの随 伴 補 助 を要 件 と しない こ と 、新 規 よ り も 、 お店 があっ て 、 そのお店

が業 種 替 え等 をする時 に 、地 域 商 業 の活 性 化 が見 込 める新 しい事 業 を実 施 し

よ う とす る事 業 者 、 こ ち ら に対 し て支 援 する よ う な内 容 で平 成 ２ ７ 年 度 からの実

施 を案 と して考 えている と こ ろ でご ざいます 。補 助 率 と し ま しては 、補 助 対 象 の ４

分 の １ で 、補 助 対 象 経 費 と し ては 、備 品 購 入 費 とい うのを新 たに追 加 し 、 単 年

度 補 助 とい う こ と で 、 補 助 限 度 額 を １ ０ ０ 万 円 とい う こ と で実 施 し よ う と考 えてお り

ます 。 これの内 容 について 、一 度 まず 、一 年 間 、交 付 金 を活 用 し た補 助 制 度 を

してか ら 、 ど う い っ た内 容 にな るか とい う こ と に基 づ き ま して 、今 後 、 ど う い っ た展 開

してい く か を考 えて まい り ます 。 まだ 、 これ も予 定 ですので 、その交 付 金 がつ くかど う

か とい うの も 、 これか ら精 査 してい く 内 容 にな り ます 。 

 次 に移 り ま して 、③の操 業 環 境 の確 保 に関 する施 策 の検 討 にな り ます 。 こ ち

ら 、 これ も前 回 説 明 させていただ き ま した 、 操 業 環 境 継 続 奨 励 金 制 度 の実 施 、

こ ち ら も平 成 ２ ５年 ８ 月 １日 に要 綱 を制 定 しま し て 、 今 現 在 の取 組 状 況 と しま し

ては 、今 、 市 の方 で中 小 企 業 振 興 事 業 補 助 制 度 とい うのがござ いま して 、 こ ち ら

が大 体 ９月 、 １ ０ 月 ご ろに補 助 金 の計 画 書 の提 出 を求 める機 会 がございま して 、

そ ち ら にPRチ ラシ を同 封 して 、 こ う い っ た補 助 制 度 がございます とい う こ と で 、PRを

してい る と こ ろ でご ざい ます 。ただ 、 現 在 の と こ ろ実 績 な し と な っ てお り 、 この制 度 は

工 場 者 がまた新 たに工 場 になった時 に奨 励 金 を出 します 。住 宅 とか建 てずに工

業 地 帯 の継 続 を守 る とい う よ う な主 旨 のある制 度 でございますので 、廃 業 等 が

起 こ ら ない限 り 、 こ う い っ た活 用 が出 てきませんので 、引 き続 き 、PRを図 っ てい き 、

も し こ う い う事 例 が現 れた時 に制 度 を実 施 してい く 考 えです 。 また 、固 定 資 産 課

等 で情 報 等 を知 る こ とができ ますので 、そ う い っ た情 報 が入 り次 第 、 こ う い う制 度

があ り ますが 、活 用 ど う ですか とい う こ と で促 してい こ うか と考 えてお り ます 。 

 次 、 ２ ページ目 に移 り ま して 、新 た な土 地 利 用 による商 工 業 の振 興 とい う こ と

で 、主 な新 規 施 策 と し ては 、新 名 神 高 速 道 路 に係 るア ク セス道 路 沿 道 の適 正

の土 地 利 用 とい う こ と で掲 げ させていただい てお り ます 。前 回 で も主 な新 施 策 とい

う こ と で説 明 させてい ただいてお っ たんですけれど も 、新 名 神 高 速 道 路 イ ン ターチ

ェ ンジ周 辺 土 地 利 用 計 画 策 定 のプロジ ェ ク ト チームを設 置 しま し た とい う こ と で報

告 させ ていただ き ま した けれど も 、 こ ち ら プ ロジ ェ ク ト チームの検 討 内 容 に基 づき 、

現 在 、新 名 神 高 速 道 路 イン ターチ ェ ンジ周 辺 土 地 利 用 計 画 とい う もの を策 定

中 でございます 。 ど う い っ た計 画 か とい うのは資 料 ３の方 で概 要 を添 付 させていた

だいてお り ます 。資 料 ３ はA４の用 紙 とA３の用 紙 があ り ま して 、A４の用 紙 が 、土

地 利 用 をゾーン別 に考 えている とい う こ との説 明 がそれぞれござい ます 。そ し て 、A

３の用 紙 は新 し く で き る イ ン ターチ ェ ンジの周 辺 をそれぞれゾーンご との色 分 けを し

て 、 この よ う な内 容 で考 えている とい う こ と を 計 画 中 でございます 。 こ ち らはおそ ら く

平 成 ２ ７ 年 の ３ 月 には策 定 ができ るだ ろ う と い う こ と を見 込 みで 、担 当 課 から伺 っ

てお り ます 。 これは土 地 利 用 を こ う い うふ う に した ら ど うか とい う計 画 でございま し
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て 、実 際 に活 用 に移 るには 、当 然 、土 地 の所 有 者 の合 意 が必 要 になっ て き ます

ので 、今 後 の展 望 ・ 課 題 と し ま しては 、 こ の計 画 を策 定 し 、推 進 し てい く こ と 、 ま

た 、 こ ち らの周 辺 の関 係 者 と も協 議 し てい き なが ら 、 イ ン ターチ ェ ン ジ周 辺 の適 切

な利 用 を図 っ てい く こ と とい う こ とが掲 げられ る と思 い ます 。特 に 、 プ ロジ ェ ク ト対 応

ゾーン 、新 規 機 能 型 とい う と こ ろ 、 オ レ ンジ色 のゾーンは農 地 である とい う こ と を伺

っ てお り ま して 、 こ こ を こ う考 えた時 に 、商 業 施 設 を誘 致 する とい う こ とが地 権 者

の同 意 が得 られれば進 行 してい く と い う こ と にな っ てい く のか と思 っ てお り ます 。 

 次 に基 本 方 針 １の評 価 指 標 の達 成 状 況 とい う こ と で 、 指 標 を ３ つ掲 げている

達 成 状 況 の説 明 ですけれど も 、第 一 が川 西 しご と ・ サポー ト セ ン タ ーにおける年

間 就 職 件 数 、 こ ち ら を増 加 させる とい う こ と で 、基 準 値 平 成 ２ ３年 １ ,０ ７ ６ 件 の と

こ ろ 、目 標 値 、平 成 ２ ９年 度 には １,４ ０ ０ 件 に し よ う とい う こ と で掲 げておるんです

けれど も 、平 成 ２ ５ 年 度 実 績 で １,０ ０ ２ 件 と い う こ と で 、 平 成 ２ ３ 年 度 よ りやや減

少 してい る状 況 でござ います 。新 規 施 策 と し ては先 ほどの 「 若 者 サポー ト事 業 」 が

ご ざいま して 、 就 職 件 数 を増 や し てい く と い う こ とが今 後 必 要 なこ とか と考 えてお り

ます 。次 に ２ に移 り ま し て 、サービス業 の構 成 比 とい う こ と で 、 経 済 センサスの結

果 、平 成 ２ ４ 年 度 が直 近 にな り ますので 、平 成 ２ １ 年 時 ４ ６.８％ 、目 標 値 が ５ ０％

で 、実 際 に今 の状 態 は ４ ７.６％ とい う こ と で 、やや増 加 し てい るよ う な状 況 でござ

います 。次 に移 り ま し て 、市 内 総 生 産 額 、 こ ち ら基 準 値 平 成 ２ ３ 年 度 が ２,９ １ ０

億 円 、目 標 値 が ２,９ ０ ０ 億 円 の と こ ろ 、 横 ばいを目 指 す とい う と こ ろ だ っ たのです

が 、平 成 ２ ５ 年 度 兵 庫 県 の調 査 によ り ます と 、 ３ ,１ ２ ２ 億 円 とすでに目 標 は達 成

してい るよ う な状 況 でございます 。 こ ち ら 、総 生 産 額 ですので 、景 気 に左 右 される

と こ ろ も ご ざいます 。結 果 と しては 、市 内 の景 気 も上 がってい るのではないか とい う

こ とが こ こか ら読 み取 れるのではないか と考 えてお り ます 。 

 では 、 ３ ページ に移 り ます 。続 き ま して 、 基 本 方 針 ２ なん ですけれど も 、 まず 、 企

業 のイ メージア ッ プや優 秀 な人 材 の確 保 とい う こ と で 、 主 な施 策 の中 に 、中 小 企

業 の福 利 厚 生 事 業 に対 する支 援 とい う こ と で 、 川 西 中 小 企 業 勤 労 者 福 祉 サ

ービスセン ターであ るパセオ川 西 へ補 助 金 を支 給 してい る状 況 です 。今 年 度 は 、

パセオ川 西 が ２ ０周 年 を迎 えた とい う こ と で 、 新 たな事 業 と し ま しては 、新 規 加 入

を促 進 するために 、加 入 の可 能 性 のある事 業 所 にダ イ レ ク ト メ ー ルの通 知 を した

り 、一 番 人 気 の事 業 である フ ァ ミ リ ー ク リ スマス事 業 の回 数 を増 やす とい う こ と で

あ っ た り 、 また能 勢 電 鉄 に協 力 していただい き 、ワ イ ン列 車 イベ ン ト の乗 車 チケ ッ

トのあ っせんを実 施 し てい っ た とい う こ とが今 年 度 の取 組 でございます 。参 考 と し

ま して 、現 在 会 員 数 の推 移 と利 用 状 況 を記 載 してお り ます 。 まず 、平 成 ２ ４ 年

度 の会 員 数 が １,８ ２ １ 人 の と こ ろ 、 平 成 ２ ６ 年 は 、 １ ,８ ２ ５ 人 で今 、横 ばいの状

況 、ただ 、 事 業 者 数 で言 えば 、少 し減 っ てい るよ う な状 況 でござい ます 。それに伴

い 、チケ ッ ト 販 売 数 もやや減 少 してお り ますが 、 イベ ン ト 参 加 者 と しては ３ ６ ９ 人 と

増 えてお り ます 。ただ 、 こ ち ら も ２ ０ 周 年 事 業 で回 数 を増 や した とい う こ と も あ り 、 イ

ベ ン トの事 業 を増 や し た とい う こ と で 、 必 然 的 に増 加 はす る とい う こ とにな り ますの

で 、平 成 ２ ７ 年 度 では 、また元 に戻 ってい る と思 っ てお り ます 。今 後 の展 望 と しま

しては 、今 後 も引 き続 き 、支 援 を実 施 してい く こ と で会 員 数 増 加 を図 っ てい く と い

う こ と で考 えてお り ます 。 

 次 に環 境 経 営 に取 組 む企 業 等 に対 する支 援 とい う こ と で 、 エ コ ア ク シ ョ ン ２ １ 認

証 ・ 登 録 の取 組 への支 援 及 び普 及 ・ 啓 発 とい う こ と ですけれど も 、 こ ち ら も前 回

のビジ ョ ン で 、 エ コ ア ク シ ョ ン ２ １ の認 証 ・ 登 録 の施 策 の説 明 を させていただ き ま し

て 、川 西 市 の商 工 会 と共 催 で実 施 しま した 。 た だ 、平 成 ２ ５ 年 度 の時 に商 工 会

と説 明 会 を実 施 した時 は 、約 ５社 が集 ま り ま したが 、その う ちの ２ 社 が今 年 度 エ

コア ク シ ョ ンの認 証 を いただ き 、 この補 助 金 を活 用 した とい う流 れにな っ てお るんで

すけれど も 、今 年 度 同 様 に説 明 会 を開 催 した と こ ろ 、残 念 ながら参 加 企 業 が集

まらず 、今 年 度 は未 実 施 とい う こ とに な っ てお り ます 。今 後 の展 望 といた しま して

は 、 エ コ ア ク シ ョ ン ２ １ 地 域 事 務 局 とい う と こ ろがご ざいま して 、 こ ち らがエ コ ア ク シ ョ

ン ２ １ の認 定 をするために職 員 を派 遣 した り 、研 修 会 を開 催 す る事 務 局 があるの
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ですが 、川 西 市 内 では実 績 があった企 業 の情 報 提 供 を していた だ く こ と で 、 エ コ

ア ク シ ョ ンの活 用 を増 加 させ てい こ う とい う考 えです 。 また 、 今 回 は説 明 会 が未 実

施 で したけれど も 、 引 き続 き 、商 工 会 と協 力 して 、 なん とか来 年 度 は説 明 会 を開

けるよ う に頑 張 っ てい きたい と考 えてお り ます 。 

 次 に農 業 の方 に移 りま して 、主 な施 策 と し ま しては 、① と②をあげ させていただい

てお り 、①が市 民 農 園 開 設 に向 けた支 援 、②が市 街 化 区 域 内 農 地 における体

験 農 園 等 の開 設 への支 援 とい う こ と ですけれど も 、 まず 、① では 、民 間 会 社 等 か

らそ う い っ た市 民 農 園 についての相 談 が寄 せられた ものの 、いずれも課 題 があ り 、

開 設 できず とい う こ と に な っ てお り 、一 番 挙 げ られるのは 、 こ う い っ た開 設 す る と き

の手 続 きが煩 雑 であ る とい う こ と で 、開 設 で き ていない現 状 がある とい う こ と です 。

また 、体 験 農 園 につき ま して も 、 規 模 の問 題 等 もご ざいますので 、今 後 どのよ う に

ど う し てい く の を現 在 検 討 中 です 。今 後 の展 望 と し ま し ては 、引 き続 き 、市 農 業

委 員 会 と連 携 し て 、 市 民 農 園 の開 設 に向 けた支 援 を行 っ てい きたい とい う こ と 、

また 、体 験 農 園 開 設 のための支 援 方 法 を検 討 してい きたい と考 えてお り ます 。 

 次 に 、 ４ ページです 。 ２ － ３市 民 農 園 等 の開 設 とい う こ と で 、主 な施 策 を①から

④まであげ させ ていただいてお り ます 。 まず 、 こ ち ら を説 明 する前 に 、資 料 の ４ と ５ を

見 ていただ きたいのですが 、資 料 ４が川 西 市 民 フ ァーマー制 度 の流 れを説 明 した

ものにな り ます 。そ して 、資 料 ５が①から④に掲 げられている流 れを図 で表 した もの

です 。資 料 ５ を使 っ て簡 単 な流 れを説 明 させていただ き ます 。 まず 、農 業 塾 や都

市 農 業 講 座 、体 験 講 座 とあ り ますが 、農 業 塾 等 を開 きま し て 、 農 業 ボラ ンテ ィ ア

を増 やす こ と 、 また市 民 農 園 、体 験 型 農 園 とい う形 を増 加 し 、 そ こか ら 、 ス テ ッ プ

ア ッ プ し てい き ま して 、 市 民 フ ァーマー制 度 の手 続 き を していただ き 、 そ こか ら 、農

家 と触 れ合 いたい と希 望 する方 が就 農 とい う 形 にな り 、農 家 の数 を増 や し てい き

たい とい う こ と での一 連 の施 策 の流 れにな っ てお り ます 。そ こか ら 、認 定 農 業 者 等

ですけれど も 、認 定 を受 ける と 、農 業 者 にな る メ リ ッ ト が増 え る とい う制 度 がござい

ま して 、 こ ち らの活 用 につなげてい く とい う よ う な一 連 の流 れを考 えてお り ます 。そ

の中 のビジ ョ ンにおけ る主 な施 策 と して 、 資 料 １の ４ ページの上 の①から④の主 な

施 策 とい う こ と で あげ させていただいてお り ます 。 まず 、①の市 民 フ ァ ーマー制 度 の

創 設 です 。資 料 ４ です けれど も 、農 地 の貸 し手 、現 在 農 家 さん である方 の貸 し手

と 、 実 際 に市 民 である農 地 の借 り手 が 、市 が 、お互 いの意 見 を確 認 して 、 調 整

させていただ き ま して 、 農 家 でない市 民 の方 でも 、農 業 に触 れ合 え るよ う な形 の

制 度 の創 設 を してい く と い う こ と で 、 平 成 ２ ５ 年 の ８月 の要 領 を制 定 させ ていただ

き 、現 在 の取 組 実 績 と しま しては 、平 成 ２ ６ 年 の始 めに 、 １件 の登 録 があ り ま し

た 。次 に 、②の認 定 農 業 者 の認 定 とい う こ と で 、最 終 目 標 になるん ですけれど も 、

農 業 者 の自 主 的 な経 営 改 善 を支 援 する制 度 と して 、 認 定 農 業 者 の申 請 受 付

を開 始 し てい る状 況 でございま して 、 ２ ５ 年 度 中 なんですけれど も 、 １ 人 を認 定 して

い る状 況 でございます 。③の農 業 ボラ ン テ ィ アの育 成 と し ま し ては 、農 業 塾 、都 市

農 業 講 座 に参 加 した方 が農 業 ボラ ンテ ィ ア と し て登 録 していただ き 、 また必 要 に

応 じて農 家 の作 業 を支 援 してい く と い う形 にな っ てお り ます 。④の就 農 希 望 者 と

農 地 の貸 し手 とのマ ッ チ ング も①の市 民 フ ァーマー制 度 のよ う な形 にな り ま して 、

同 じ よ う に市 の方 で調 整 してお り ます 。今 後 の展 望 ・ 課 題 と し ま し ては 、市 民 フ ァ

ーマー制 度 について 、周 知 を図 っ てい く こ と で 、貸 し手 と借 り手 のマ ッ チ ング 、 調

整 等 を行 っ てい きたい と考 え てお り ます 。課 題 と し ま しては 、広 報 誌 で特 集 号 を

組 んでいただ き ま して 、 制 度 周 知 に努 めてい く とい う こ とにな り ますが 、農 地 の登

録 が少 ない とい う状 況 で 、農 家 への働 きかけが必 要 とい う こ とが課 題 と して今 の

と こ ろ あげられてお り ます 。次 に②の認 定 農 業 者 の メ リ ッ ト 等 を周 知 し 、農 業 の担

い手 を増 や し てい きたい と 、 た だ 、 課 題 と し ま しては 、農 地 の確 保 が難 しい こ と 、 ま

た 、就 農 希 望 者 の育 成 等 が難 しい とい う と こ ろが課 題 とな っ てお り ます 。次 に③

農 業 ボラ ンテ ィ ア制 度 の創 設 し 、 登 録 されたボラ ンテ ィ ア と農 家 のマ ッチ ングを行

う とい う こ と で 、 一 連 の流 れを こ う い っ た図 のよ う に してい きたい とい う こ と で考 えて

お り ます 。少 し飛 び ますが 、評 価 指 標 と し ま しては 、農 業 ボラ ンテ ィ アの人 数 を増



- 6 -

加 する と な っ てお り ますので 、 ビ ジ ョ ンの計 画 と して 、 ボ ラ ン テ ィ アの人 数 を増 や し て

い きたい とい う考 えです 。今 後 のビジ ョ ン で も 、 こ う い っ た農 家 の内 容 の一 連 の流

れを大 切 に してい き なが ら図 っ てい きたい と考 えてお り ます 。 

 次 に移 り ま して 、 イ ノ シ シ ・ シ カ等 の有 害 鳥 獣 対 策 、主 な施 策 と して市 と市 民

が協 働 でき る体 制 の検 討 とい う こ と ですけれど も 、現 在 、市 の方 でイ ノ シ シ ・ シ カ ・

ア ラ イグマ等 の捕 獲 処 理 を猟 友 会 の方 の協 力 のも と行 っ てお り ま し て 、一 部 、オ

リ を お貸 し して 、 エサを置 く な どの依 頼 を市 民 の方 にお願 い し てい る状 況 でござい

ます 。今 後 の展 望 と し ま しては 、現 在 猟 友 会 の捕 獲 体 制 だけでは追 いついてい

けない とい う こ と で 、 市 民 との協 力 した仕 組 みづ く りが必 要 とい う こ とが今 後 の展

望 ・ 課 題 とい う こ と で あげてお り ます 。 

 評 価 指 標 の達 成 状 況 ですけれど も 、基 本 方 針 ２ と し ま し て 、 ま ず 、先 ほど述 べ

ま したエ コ ア ク シ ョ ン ２ １ の認 証 ・ 登 録 制 度 の登 録 件 数 とい う こ と で 、基 準 値 は平

成 ２ ４年 が ２ 件 あ り 、 目 標 値 が １ ２ 件 で 、 平 成 ２ ６年 に ２件 が現 在 の と こ ろ出 てい

る状 況 でございます 。次 に提 案 公 募 型 地 域 経 済 活 性 化 補 助 制 度 の申 請 件

数 を増 やす とい う こ と で 、目 標 値 を １ ０ 件 と掲 げてお り ますが 、現 在 の と こ ろ 、 実 績

は ０の状 況 でございます 。次 に農 業 ボラ ンテ ィ アの人 数 ですが 、現 在 の と こ ろ ０ 名

とい う結 果 にな っ てお り ます 。 

 次 に移 り ま して 、 ５ ペ ージの基 本 方 針 ３に移 りたい と思 い ます 。 ３ － １①中 心 市

街 地 活 性 化 による ま ちのにぎわいづ く り と い う こ と で掲 げてお り ま し て 、主 な施 策 と

し ま し ては 、①中 心 市 街 地 活 性 化 協 議 会 への活 動 支 援 、②新 中 心 市 街 地 活

性 化 基 本 計 画 の策 定 及 びフ ォ ローア ッ プ のための来 街 者 調 査 の実 施 、③中 央

北 地 区 と駅 周 辺 地 区 の回 遊 導 線 の検 討 を主 な施 策 と して掲 げてお り ます 。 ま

ずご報 告 なんですが 、現 在 の中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 が 、内 閣 総 理 大 臣

の認 定 を受 けて 、計 画 期 間 が平 成 ２ ７ 年 の ３月 まで ですので 、平 成 ２ ７ 年 ４ 月 か

ら今 後 ５ 年 間 に向 け て 、再 度 、内 閣 総 理 大 臣 の認 定 の申 請 中 であ り 、新 計 画

を作 成 し てお り 、パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト も 終 了 した よ う な状 況 でございます 。そ ち らの説

明 は後 程 させていただ き ま して 、 まず 、取 組 状 況 の①の協 議 会 の活 動 支 援 です

けれど も 、引 き続 き 、 同 協 議 会 の支 援 を実 施 して まい り 、 き んた く んバルや 、今 現

在 開 催 中 のまち なか美 術 館 とい っ た イベ ン ト を開 催 してい く と と も に 、 平 成 ２ ６ 年

度 から タウン マネージ ャ ー を雇 用 し てお り 、 各 イベ ン ト に積 極 的 に関 与 して も ら い 、

各 組 織 との連 携 等 の強 化 を図 っ ていただいている状 況 でございます 。先 ほど冒

頭 で説 明 させていただ き ま した②の新 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本 計 画 の策 定 とい

う こ と で 、 現 在 の計 画 の総 括 も させていただ き 、来 街 者 に対 するア ンケー ト 調 査 も

実 施 させていただ き ま した 。 こ ち らが 、 資 料 の ６ 、 ７ にな り ますのでお開 き く だ さい 。

まず 、 資 料 ６が 、 計 画 の概 要 をA３の紙 にま とめ させていただいた ものです 。 まず 、

中 心 市 街 地 の現 状 を掲 載 し 、 ア ンケー ト に よ る市 民 ニーズ等 の把 握 ・ 分 析 を上

から ４ つ目 に記 載 してお り 、次 に 、前 基 本 計 画 によ る取 り組 みによ る評 価 を掲 載

させていただ き ま して 、 中 心 市 街 地 の課 題 を ３つあげ させていただ き ま した 。 その

課 題 とい うのが 、キセ ラ川 西 の有 効 活 用 と 、来 街 者 と居 住 者 に と っ ての魅 力 の

向 上 、 タ ウンマ ネージ メ ン ト機 能 の強 化 です 。右 のページに移 り ま し て 、 テーマ と し

ま し ては 「 活 力 があ り 、 環 境 にや さ し く 、 暮 ら し た く な る中 心 市 街 地 の創 造 」 と い う

こ と で 、 ３ つの基 本 方 針 を掲 げてお り ます 。 それに伴 う 目 標 と し ま して 、 歩 行 者 ・

自 転 車 通 行 量 の増 加 、滞 留 時 間 の増 加 、人 口 の社 会 増 減 、年 間 商 品 販 売

額 （ 小 売 業 ） を増 加 す る とい う こ と を掲 げま し た 。 そのための ４ ３事 業 とい う こ と で 、

右 側 の事 業 を掲 載 し てお り ます 。その内 容 で内 閣 府 に認 定 に向 けて ２月 ６日 に

申 請 した と こ ろ でご ざ います 。次 に 、資 料 ７ ですけれど も 、前 回 の ビジ ョ ンの委 員

会 でも説 明 した市 民 ニーズ等 の把 握 、来 街 者 調 査 を実 施 します とい う こ と で 、 そ

の結 果 を皆 様 に情 報 提 供 させていただ こ う とい う こ と で配 らせていただ き ま した 。

次 に③の中 央 北 地 区 と駅 周 辺 地 区 の回 遊 導 線 の検 討 ですけれど も 、 こ ち ら

は 、今 現 在 、庁 内 の取 り組 み と し て 、 中 央 北 整 備 部 で策 定 しま した 「 キ セ ラ川

西  低 炭 素 ま ちづ く り計 画 」 と い っ た取 組 を実 施 してお りその取 組 の一 つ と してエ
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コ ま ち協 議 会 が設 立 され 、その中 に交 通 部 会 を設 立 し 、 その部 会 の中 で駅 前 と

キセ ラ川 西 の約 １キ ロ離 れている この距 離 の中 、どのよ う な回 遊 導 線 を生 み出 す

か とい う こ と で 、 自 転 車 等 レン タサ イ クルを含 めた交 通 手 段 の検 討 とい う もの を今

の と こ ろ実 施 してお り ます 。今 後 もそ う い っ た部 会 や 、ア ン ケー ト等 を実 施 する こ と

で 、い ろい ろ な内 容 を把 握 し 、 また次 の ビジ ョ ン でご報 告 させてい ただ きたい と考 え

てお り ます 。 

 次 に ３－ １③地 域 資 源 を活 用 した観 光 推 進 によ るにぎわいづ く り に移 り ま して 、

観 光 農 園 開 設 への支 援 とい う こ と なん ですけれど も 、現 在 は農 家 の方 々にこ う い

っ た観 光 農 園 の実 施 について 、依 頼 を して お り 、返 事 待 ちの状 況 でございます 。 

 次 に ３－ ２②地 産 地 消 の普 及 ・ 啓 発 で 、都 市 農 業 サポー ター制 度 の創 設 とい

う こ と で 、 農 家 のイベ ン ト等 に参 加 していただ き 、サポー ター を増 やす こ とで 、 都 市

農 業 をPRして も ら う流 れを生 み出 そ う とす る試 みですが 、現 在 の と こ ろ実 績 はな し

とい う状 況 でございます 。今 後 の展 望 ・ 課 題 と し ま しては 、現 在 、実 施 してお り ま

す農 業 塾 に力 を入 れて 、農 業 ボラ ンテ ィ ア等 に参 加 していただ き 、都 市 農 業 の

魅 力 を伝 えて も ら う と い う方 向 で再 検 討 し てい こ う と考 え てお り ます 。 

 ６ページに移 り ま し て 、次 に ３－ ３②特 産 物 、特 産 品 等 を活 用 した情 報 発 信 に

な り ます 。主 な施 策 と し ま し て ３ つ あげてお り ます 。 まず 、① 「 川 西 ブ ラ ン ド 」 開 発 等

への支 援 、②特 産 品 を販 売 する 「 来 個 かわに し 」 への支 援 、③兵 庫 県 物 産 協

会 が実 施 する 「 五 つ星 ひ ょ う ご 」 への推 薦 と載 せてお り ます 。 まず①ですけれど も 、

先 ほど新 商 品 を開 発 した企 業 に対 し て 、 補 助 金 を支 給 する制 度 を今 検 討 中 と

い う こ と で 、 こ ち ら も国 の方 でやっ てお り ます交 付 金 の内 容 の一 環 であ り 、資 料 ８

に 、 こ う い っ た 「 川 西 ブ ラ ン ド 」 の創 出 を目 的 と した 、 市 内 外 にPRで き るア イデ ィ ア

あふれる商 品 を開 発 した業 者 や 、個 人 に対 して補 助 を実 施 し てい こ う とい う よ う

な制 度 を策 定 しよ う と い う こ と で考 え てお り ます 。 こ う い っ た中 で 、川 西 の名 物 、川

西 のブ ラ ン ド づ く り と い う こ と で実 施 してい きたい と考 え てお り ま し て 、 本 日 、 この内

容 に基 づいて 、 どのよ う なに内 容 を じ っ しすればいいか とい うの を 、意 見 と し ていた

だ きたい とい うの を考 えている と こ ろ でご ざいます 。 こ う い っ た内 容 で制 度 にご意 見

をいただいて 、その中 を精 査 し てい き 、 こ う い っ た補 助 制 度 の実 施 に結 び付 けて

い きたい とい う こ と で考 えてお り ます 。次 に②の 「 来 個 かわに し 」 なん ですけれど も 、

こ ち らは 、残 念 ながら平 成 ２ ６ 年 ３ 月 末 に閉 店 とい う形 にな っ てお り ます 。現 在 の

状 況 と し ま し ては 、 「 来 個 かわに し 」 で扱 っ ていた商 品 等 を今 市 役 所 １階 の市 民

ギャ ラ リーの と こ ろ に産 業 シ ョ ーケースを設 置 してお り ま し て 、 市 内 の産 業 のPRを

図 っ てい き 、 こ う い っ た商 品 の販 促 を増 加 させてい きたい とい う こ と で考 え てお り ま

す 。次 に 、③の五 つ星 ひ ょ う ご ですけれど も 、 こ ち らは 、平 成 ２ ４年 度 が 「 い ち じ く ブ

ラ ンデーケーキ 」 、 平 成 ２ ５ 年 度 にいち じ く の ド レ ッ シ ング 「 フ ィ グ どれ 」が選 定 されま

して 、 今 年 度 では 、合 計 ４件 が五 つ星 ひ ょ う ごの方 に選 定 されま し た 。商 品 と して

は 、 「 い ち じ く ア マ ン ド 」 、 市 と青 山 大 学 で作 り ま した 「 壱 熟 カ レー 」 、 「 ワ イ ン ステ ィ ッ

ク 」 、 そ し て 「 い ち じ く パ イ 」 が選 定 されま した 。 今 後 も 、 商 工 会 と協 力 し ま して 、 会

報 誌 、市 広 報 紙 等 によ り募 集 のPR等 を実 施 してい きたい と思 います 。ただ 、 市

長 推 薦 の枠 ですけれど も 、物 産 協 会 の取 組 がな く な り 、 今 年 度 は推 薦 して もい

い とい う話 で させ ていただいま したが 、来 年 度 からは 、市 長 推 薦 の枠 はな く な っ て

し まいますので 、PRのみの事 業 になっ てい く と い う こ と を思 っ てお り ます 。 

 次 が評 価 指 標 の達 成 状 況 と しま して 、基 本 方 針 ３の掲 げているのがイベン トの

参 加 人 数 、あ と 、 市 内 で買 い物 をする人 の比 率 、都 市 農 業 サポー ターの登 録

人 数 とい う こ と で あげ させていただ き ま して 、 実 績 と し ま しては 、 イベ ン トの参 加 人

数 、 こ ち らは 、 き んた く んバルである とか 、朝 市 、 あ と即 売 会 の人 数 を合 計 した も

のにな っ てお り 、 基 準 値 が平 成 ２ ４ 年 ４,２ ０ ０ 人 、 目 標 値 が ５,０ ０ ０ 人 であ る と こ

ろ 、平 成 ２ ６ 年 は ４,３ ３ ７ 人 とい う こ と で 、 少 し増 加 した よ う な状 況 にな っ てお り 、平

成 ２ ９年 度 には ５,０ ０ ０ 人 を目 指 してい きた い とい う こ と で考 えてお り ます 。 ２ つ目

の市 内 で買 い物 をする人 の比 率 と し ま し て 、市 で行 っ てお り ます市 民 実 感 調 査

の結 果 、平 成 ２ ４ 年 の基 準 値 が ８ ８.３％ 、目 標 値 を ９ ０ ％ と掲 げた と こ ろ 、平 成 ２
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５ 年 度 の結 果 と しては 、 ８ ３ .４％ と少 し減 少 してい るよ う な状 況 でございます 。内

容 と し ま しては 、北 部 の方 と南 部 の方 の数 値 が下 がってお り ま し て 、近 く に大 規

模 施 設 等 もご ざいますので 、そ ち らの方 に寄 ってい る と分 析 し てお り ます 。次 に ３

つ目 の都 市 農 業 サポー ターの登 録 人 数 とい う こ と で 、 基 準 値 ２ ４ 年 ０人 、目 標

値 １ ０ ０ 人 とい う こ と で掲 げてお り ますが 、現 在 の と こ ろ まだ １ 名 とい う よ う な現 状 に

な っ てお り ます 。 

 以 上 で説 明 を終 わ らせていただ き ます 。 

 

（ 議 長 ）  

 はい 、あ りが と う ご ざいま した 。 非 常 に多 岐 に渡 りま して 、産 業 ビ ジ ョ ンの進 捗 状

況 につい てご説 明 いただ き ま した 。大 き く は 、 ビ ジ ョ ンの進 捗 状 況 全 体 についての

部 分 とそ し て 、 資 料 ８ にあ り ます 、新 商 品 開 発 補 助 の案 につい て 、大 き く ２ つ 、説

明 があった と思 いますので 、順 番 にご質 問 、 ご意 見 等 募 って まい りたい と思 いま

す 。 まずは 、資 料 １ に基 づきま して 、全 体 的 に産 業 ビジ ョ ンの進 捗 状 況 をご覧 い

ただ き ま して 、 こ ち らの方 から質 問 、ご意 見 等 ございませんで し ょ う か 。  

 ち ょ っ と 口 火 を切 るよ う な形 で私 からで恐 縮 ですが 、私 が一 番 気 になったのが 、

提 案 公 募 型 地 域 経 済 活 性 化 事 業 補 助 制 度 の実 施 状 況 で 、前 回 の ビジ ョ ン

の会 議 において 、鳴 り 物 入 り で設 定 した よ う な位 置 づけだ った と思 うんですけれど

も 、に も係 わらず 、ほ と んど実 績 があがっていない と 。 取 り組 み実 施 の説 明 の と こ

ろ で 、数 件 の問 い合 わせはあるんだけれど も 、 なぜ応 募 につながら ないのか 、 これ

は周 知 不 足 なのか 、 それ と も そ も そ も昨 年 度 の協 議 会 の時 も懸 念 してい ま した よ

う に 、県 の制 度 と連 動 させてますので 、非 常 にハー ドルが高 い 。そのあた りか ら出

て く る よ う な制 度 的 な問 題 なのか 、そ こ を ち ょ っ と状 況 を ど う分 析 されていますで し

ょ う か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 ハー ドルが高 い との こ とですけれど も 、問 い合 わせに来 ていただいた方 の意 見 を

聞 く と 、やは りその通 り です 。ただ 、 商 工 会 に補 助 制 度 に熟 した方 がい ら っ し ゃ い

ますので 、そ この方 と共 同 してや っ てい こ う と い う こ とがあれば 、何 とかなるか と思 っ

ています 。実 際 に １件 だけですけれど も 、本 当 に進 んだ と こ ろがあ っ たのですけれど

も 、デ イサービスを行 い たい とい う こ と で したが 、そのデ イサービスが兵 庫 産 業 活 性

化 セン ターの事 業 に当 てはまら ない とい う こ と で 、 残 念 ながらお断 りす るケースがあ

り 、やは りハー ドルが高 いのか とは考 えられ ます 。 

 

（ 議 長 ）  

 今 後 、 ち ょ っ と そ こ を改 善 してい こ う と 思 う と 、や っぱ り県 は県 の方 針 です とか制

度 があ り ますけれど も 、市 はど う し たいのか と 、 川 西 市 がど うい う産 業 を育 成 して 、

ど う い う産 業 者 を育 成 してい きたいのか 、市 と し てのポ リ シー と方 向 性 とい うのが

ない と 、 ち ょ っ と その辺 りで齟 齬 が生 まれて く るのかな と 。デ イケアサービスが居 住

都 市 と し ての 、川 西 市 の市 民 さんから出 て く る産 業 と しての一 つの タ イ プ なのかな

と思 うんですけれど も 、 それが制 度 と し て救 えない となる と 、 ち ょ っ と そ の辺 りの改

善 の余 地 があるのではないか と思 い ますので 、 また 、次 回 以 降 ご検 討 いただけれ

ば と思 います 。 

 それでは 、そのほかいかがで し ょ う か 。  

 

（ 委 員 ）  

 商 業 の方 ですが 、中 小 企 業 のページ ３ページなんですけれど も 、パセオ等 で補

助 金 を支 給 してい る欄 がございますよね 。私 も ２ ０ 年 近 く 、パセオ 、会 社 が入 って

お り ますが 、 こ こ もかな り魅 力 が落 ちてき ています 。そ う い っ た こ と も 、現 実 に担 当

者 の方 、その他 が本 当 に ２ ０ 年 た っ て このま までいいのか と思 っ て ら っ し ゃ る よ う な

こ と も 、 も う 少 し検 証 し ていただいた りす るよ う な こ と も含 めて 、続 けている中 で も う
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ち ょ っ と活 性 化 ができ た らいいのにな とい う風 に考 えます し 、 それから 、 ち ょ っ と 全

体 的 に結 果 が 、 この資 料 の中 で出 ている も のが少 な く て 、 １ 件 、 ０ 件 とい う よ う な

こ とが出 てきてい る こ と に対 して 、 ち ょ っ と 違 和 感 を 、 これだけの時 間 を使 っ てる割

には違 和 感 を覚 える と い うのが私 の率 直 な感 想 で 、何 か も う少 し う ま く 取 り組 み

と して実 績 が出 て く る よ う な形 になればいいかな と 、 この よ う に考 えてお り ます 。 

 

（ 議 長 ）  

 はい 、あ りが と う ご ざいます 。今 のご意 見 、事 務 局 はいかがで し ょ う か 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 確 かに 、い ろい ろ と 、 新 しい こ と を させていた だ き ま した 。 そ し て 、 提 案 公 募 に して

も 、ハー ドルが高 いのではないか 、 この点 は正 直 、我 々も危 惧 していた部 分 ではあ

るかな と 。やみ く も に事 業 者 をお集 めする とい うのは難 しい と こ ろ で 、 一 応 、商 工

会 でやっ ていただいている起 業 支 援 セ ミ ナー 、要 するに 、意 識 をお持 ちの方 に対

して毎 回 説 明 させてい ただいてるのですが 、その中 でも なかなか実 現 に至 らない 。

先 ほど 、 ち ょ っ と事 務 局 よ り 説 明 しま したけれど も 、意 欲 があっ て も合 致 し ない とい

う ケースがある と 。 起 業 支 援 セ ミ ナーに来 られている方 も 、 意 外 と漠 然 と しす ぎて

い る とい う方 がお られるの と 、す ぐ欲 しい とい う 方 がお られるので 、時 間 がかかる と

い う こ と も一 つハー ドルがあったのかな と思 います 。あ と 、ほかの制 度 につい て も な

かなか実 績 があがらない 、周 知 不 足 なのかも しれない 、 タ イ ミ ング不 足 、そ う い うの

もあ り ます し 。 なかなか 、考 えた通 りに 、絵 を 描 いた通 りにはご活 用 いただけない と

い う状 況 があ り ます し 、 一 つはやは り金 額 の問 題 もあ るのかな 、 と 。 その く ら いの金

額 でそ こ ま で努 力 するのかな とい う と こ ろ も若 干 。か とい っ て金 額 をあげればいいの

か とい うの も 、 そ こは我 々も抵 抗 もあ り ますので 。極 力 、起 業 である とか 、 チ ャ ンス

である とか 、機 会 があるご とに これから も周 知 していかない といけない と思 います

し 、 最 近 ど う し て も委 託 の と こ ろ で あ っ た り融 資 である とかの と こ ろ でお話 を させて

いただければいいんですけど 、結 構 、市 の制 度 融 資 の実 績 が落 ちてき てい る 。割

と市 との接 点 とい うのが非 常 に前 に比 べる と若 干 少 な く な っ て き てい る 。 そ う な る

と 、 も う 少 しPRし てい く と い う こ と と 、制 度 自 体 の問 題 点 を改 めて見 直 して 、扱 い

やすい 、一 般 的 なものにする と 、公 平 性 の部 分 がネ ッ ク に なるんですけれど も 、 そ

こ を整 理 し てい こ うかな と思 っ てお り ます 。 な ん とか 、せ っか く 作 っ た制 度 です し 、実

績 をあげてい っ て 、良 か った と言 っ ていただけるよ う な ものを目 指 してい きたい と思

っ てお り ます 。今 回 、国 の地 方 創 生 の関 係 で 、交 付 金 が出 たので 、それでOKが

出 た部 分 もご ざいますので 、先 ほどの提 案 公 募 も少 しハー ドルを下 げる よ う な形

で一 回 実 施 し てみて周 知 してい きたいな と 。 全 体 的 に農 業 につい て も そ う です し 、

なかなか 、その辺 の と こ ろの全 般 の事 業 とい うのを も う一 回 見 直 し て来 年 度 はそ

の中 でまた見 直 しなが ら取 り組 ませていただければな と思 っ てお り ます 。 

 

（ 議 長 ）  

 あ りが と う ご ざいま し た 。せ っか く の制 度 で も っ たいですので 、予 算 とか もつけてい

ただいていますので 、有 効 活 用 できればな と 、制 度 改 革 を よ ろ し く お願 い したい と

思 います 。 

 そのほか 、ご意 見 いかがで し ょ う か 。  

 

（ 委 員 ）  

 どれ も これ もみな立 派 なもので 、取 り 組 ん でいかない といけない問 題 なんですよ 。

説 明 聞 いた ら 、 な るほ ど 、そ うやな と分 かるん です 。だけど 、 なんか漠 然 と して 、 ど

れが 、 とか 、例 えば 、私 たちの場 合 だ った ら 、 新 商 品 の開 発 の補 助 金 とか 、それ

から またい ろい ろ な活 性 化 について も関 心 があるわけです 。商 工 会 でや り ま した 、

エ コ ア ク シ ョ ン ２ １ 、 こ れ も説 明 会 やったんですけど 、 も う 一 つ理 解 で きない と こ ろ も

ある 。 農 業 ボラ ンテ ィ ア の こ と 、 目 標 は ５ ０ だけ ど 、前 年 ０ だ っ た 。 これ もは じめいい
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と思 っ たんですね 。 です けど 、絞 り こむ とい う こ とについて 、 なか なかち ょ っ と難 しい と

い う こ と で 、 今 ど うや と い うのが 、なかなか答 えがないわけなんですね 。今 、そ う い う

現 状 なんですよ 。  

 

（ 議 長 ）  

 あ りが と う ご ざいます 。私 も今 本 当 にお っ し ゃ っ ていただいた意 見 、同 感 で して 、

非 常 にやっぱ り制 度 と してはいい ものが作 られて 、ぜひどれ も これ もや っぱ り進 めて

いかな く ち ゃ いけない と思 うんですけど 、私 も 多 分 事 業 者 だ った ら 、 ち ょ っ と分 か り

に く い し 、 ち ょ っ と使 い に く いかな とい う感 じがいた します 。それで 、絞 り こみ とい う ご

意 見 をいただいたんですけれど も 、例 えば 、既 存 の事 業 所 に対 し て 、他 市 でやっ

てる事 業 なん ですけれど も 、 ホームページを作 る と きの助 成 金 を 、金 額 と してはわ

ずか １ ０万 円 なん ですけれど も 、非 常 に制 度 と して も 分 か りやすい 。 ホームページを

作 る と きの補 助 を出 し ますよ と 、 ホームページを作 る と き も 、 ち ゃ ん と講 習 会 も受 け

て も ら っ て 、作 っ たはいいけれど も 、更 新 は し ない とい う こ とにな ら ない よ う に 、 そ こ ま

でち ゃん と担 保 しなが ら 、 だけ ど 、 そんなに高 額 じゃ ない 、少 額 の補 助 金 をあ る程

度 出 してい っ て 、 その分 、数 を確 保 させ てい く と い う よ う な こ と も あ り ますので 、か な

り分 か りやす く て 、 ア プ ラ イ しやすいよ う な 、 そ う い う制 度 を考 えてい く 必 要 もあるん

じ ゃ ないかな と 、今 回 ち ょ っ と実 績 件 数 を見 て感 じた と こ ろ であ り ます 。 また 、 次 回

以 降 議 論 いただければ と思 います 。 

 それでは 、ほかご意 見 、ご質 問 。 

 

（ 委 員 ）  

 漠 然 と した疑 問 から なんですけれど も 、 １ － ２の土 地 利 用 における とい う文 面 、

農 地 が商 業 地 に変 わ ってい く 形 で土 地 利 用 を考 えてい く 。 そ した ら 、農 地 が減 っ

てい く 、 つぶ して し ま っ て も農 家 さんたちは 。わざわざ農 業 ボラ ンテ ィ アの人 たちを作

っ て広 めよ う と し てい るのに 、つぶ してい く と い っ た ら 、 ど う考 えてはるのかな と思 っ た

の と 、 そ し て 、 産 業 ビジ ョ ン と し て 、農 業 ボラ ン テ ィ アや 、 イ ノ シ シやシ カや らの有 害

対 策 、殺 した ら いい 。殺 した ら そのあ とゴ ミ 、 ほかの市 は 、食 育 と し て 、学 校 給 食

やら 、肉 の解 体 業 者 を入 れる こ とに よ っ て 、 肉 の流 通 を考 えてや っ て ら っ し ゃ る と

こ ろ も あるんですね 。 と 言 っ た ら 、誰 が買 うの とい うの を 、 まず 、考 え る 、誰 に買 っ て

も ら うの 、誰 に売 るの 、誰 にお金 を落 と して も ら うの っ てい う方 向 から考 えて 、ほか

の所 も考 えて ら したけれど も 、制 度 を作 る と い う こ とに一 生 懸 命 になっ てはるけれ

ど 、市 民 ど こにいてるんやろ 。買 う人 間 はど こにいてるんやろ と考 えま した 。 それ と 、

農 業 ボラ ンテ ィ アの人 たち 、す ご く 大 変 だから こそ 、農 業 の専 門 家 が出 来 てい っ

てるのに 、そ この と こ ろ にわざわざ突 っ込 んでい く には 、魅 力 がなければ突 っ込 んで

いけない と思 うんですけれど 、その魅 力 とは なにか し ら 。 なかなか 、勉 強 して自 分 の

自 由 になる時 間 を農 家 さんの手 助 けに 、それよ り も 、自 分 で作 っ て 、自 分 でほか

の人 たちに こん なんど う っ てい う形 で 、お金 にな ら ないけれど も 、物 々交 換 的 なもの

を広 げてい く ほ うがいい とい う形 で 、結 構 作 って ら っ し ゃ る 。 それを現 金 化 になる よ

とい う形 で引 っ張 っ てい く には 、 ち ょ っ と 、何 に も な さそ う と 。私 は この制 度 の深 い と

こ ろ まで存 じませんけれど も 、農 業 の人 たちがどんどん離 れてい く のは 、子 ど も を育

て られるだけの収 入 がないから こそ 、二 束 のわら じ した り 、 違 う所 に行 っ てはるんや

から 、 そ こに引 っ張 り込 むんだ った ら 、 それだけの魅 力 が必 要 だ と思 います 。空 い

た商 業 地 に一 般 市 民 側 から入 っ て行 こ う と す る時 、それがそのお店 が 、その空

地 が 、その対 象 になっ てい るのか 、市 民 側 か ら見 えない 。そ して 、 ど んなんだ っ た ら

こ こ で出 来 るだ ろ う とい う業 種 とい うの も分 か ら ない 。 どんなん した ら 、開 け られるん

だ ろ う 、商 工 会 さん に行 っ て聞 いた らいいんだ と言 われても 、商 工 会 さん に行 く ま

でに普 通 の人 はやめて しま う 。 そ した ら 、 商 工 会 さんに使 う 、 こ こ の と こ ろ空 いてる

んだ っ た ら 、手 作 りの物 を置 けるお店 に した いな とほよ っ と し た感 じ で もバチ ッ とつ

かめる感 じの 、一 般 市 民 への広 報 とい うか 、 引 っ張 り 込 み とい うか 、そ う い う もの

が 、市 民 とい う 消 費 者 と しての人 たちを も っ と見 なか った ら 、業 種 、ば っ く り や っ た
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ら誰 かいる とい う と こ ろ で止 ま っ て しま う と思 い ま した 。  

 

（ 議 長 ）  

 あ りが と う ご ざいま し た 。 た く さ ん ご意 見 いた だ き ま したが 、事 務 局 の方 から何 か

ございますで し ょ う か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 ご指 摘 いただいてい る点 は 、消 費 者 視 点 が足 りないない とい う ご 指 摘 かな と思

います 。非 常 に天 秤 の と こ ろ で難 しいかな と思 っ てお り ます 。例 えば 、農 業 ボラ ン

テ ィ アの話 も若 干 出 ま したけれど も 、非 常 に今 やってい る方 は農 業 ボラ ンテ ィ ア を

育 成 したいな とお っ し ゃ っ てい る方 ですけれど も 、来 ていただいている方 は 、農 業 に

関 して興 味 を も っ てい ら っ し ゃ っ て 、万 事 こな したい とい う思 いで来 てお られます 。

来 ていただいている方 は 、 １ ３ 名 、 その中 で 、非 常 に若 い方 で 、農 家 や りたい とい

う方 もい ら っ し ゃ っ て 、 し ていただいている農 家 さん といい関 係 で興 味 を も っ ていた

だいている と 。 ボ ラ ン テ ィ ア とい う言 葉 がいいか悪 いか とい う こ と も あ るんですけれど

も 、 まず 、 農 業 に興 味 を持 っ ていただ く 。 ど う し てか と言 います と 、 収 益 性 の低 い も

のを作 る 。 収 益 性 がないから と 。や り方 の問 題 であった り 、 ど こ まで手 を入 れれる

か 。ほかに収 入 があるから 、天 秤 かと思 いますけれど も 、 その辺 の と こ ろ を少 しず

つほぐ し ていかない と 、 農 業 とい うのは 、参 入 が非 常 に難 しい業 種 ですので 、 じ っ く

り とや っ ていかない とい けないかな と思 い ます 。やは り 、 農 家 さん と ち ゃん とお付 き合

い してい き なが ら 、農 地 とい うのは 、古 来 、先 祖 伝 来 継 いでいかれている ものなの

で 、 なか なか貸 していた だ く の も難 しい とい うの もあ り ますので 、そ う い う と こ ろ を一 つ

ずつ じ っ く り とほ ぐ し て いかなければいけない と思 っ てお り ます 。 また 、消 費 者 目 線 と

い う と こ ろ であれば 、安 く ておい しい ものを提 供 する とい うのが農 家 さんに と っ ては 、

そ この中 でバラ ンスの問 題 があった り 、都 市 でやっ てる農 業 の問 題 であった り を背

負 っ てお られますので 、 その辺 の と こ ろ を皆 さんにご理 解 いただ く と い うの も一 つ方

針 なのかな とい う 、 農 業 担 当 を してい る人 間 と しては 、 ど う し て も 相 反 す る こ とが起

こ る とい うの も間 違 い ない ものです 。それを ど うや っ て折 り合 いをつけてい く か 。 それ

を ク リ ア し てい く ために 、ボ ラ ンテ ィ アみたいな位 置 づけで 、人 を増 や してい く のが 、

理 解 を埋 めれる一 番 の早 道 なのかな と我 々は考 えてお り ます 。 また 、商 売 人 さん

も 、は っ き り申 し上 げて 、 このビジ ョ ンの先 生 方 と一 緒 にやってきたのは 、商 売 を

売 るがための人 を作 るのではな く て 、 地 域 と一 緒 に溶 け込 んでい く 商 売 人 さん を

作 りたい とい う思 いで 、 この提 案 公 募 を作 り ま した 。 た だ 、 ち ょ っ とハー ドルが高

い 、敷 居 が高 い とい う と こ ろは 、改 良 していかない といけない と思 いますけれど も 、

我 々の視 点 の中 に消 費 者 さんを無 視 し てではな く て 、逆 に地 域 商 店 街 が生 き

残 っ てい く ためには 、地 域 に溶 け込 んでいかなければなら ない 。そ う し た ら 、当 然 、

それは同 じ目 線 の中 でど うすればお互 いに ｗ ｉ ｎ -ｗ ｉ ｎ に で き るか 、 とい う視 点 があ

る業 者 さんを応 援 し よ う とい うのが主 旨 でございますので 、その辺 の流 れはビジ ョ

ン を作 っ た時 に皆 さん と一 緒 に検 討 させてい ただいた一 番 の根 本 、基 本 だ と 、 作

っ た側 と しては思 っ ていますので 、それがなかなか 、今 ご指 摘 を受 けた制 度 と して

機 能 していない とい う 部 分 は 、課 題 がある と思 いますけれど も 、 それを外 して まで

や っ て しま う と 、 ま た違 う 、 それ こそ逆 に 、 ご指 摘 があった よ う に営 利 目 的 のものを

作 っ て し ま う 、 そ う い う儲 けるよ う な業 者 さん に税 金 を投 入 するのか とい う議 論 に

な っ てい き ますので 、そ れにはなら ないためには 、地 域 と共 に とい う こ と で 。パ ター ン

的 には変 わるかも しれ ませんが 、今 中 心 市 街 地 活 性 化 の事 業 とい う こ と でい ろい

ろ な こ と をや っ ていますけれど も 、商 売 人 とか 、事 業 者 さん とい う カ テ ゴ リーだけで

は無 理 なので 、多 少 そ こに共 に身 銭 を切 っ て で も 、自 分 たちで イベ ン ト をや ろ う と

い う意 識 とか 、そ う い う ものがない と 、 なか なか イベ ン ト も 皆 に来 ても ら えない と 。 制

度 の良 し悪 し とい うのは 、 これか ら も う一 回 再 構 築 させていただ きたい と思 います

けれど も 、作 っ た側 の人 間 と し ては 、基 本 的 にはそ うい う視 線 の中 で 、 これは皆 さ

んにＯ Ｋ いただいて作 った もの と 、 そ こ だけは決 してお ろそかに してい るつ も りはない
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とい うのだけお伝 え させ ていただ き ます 。 

 

（ 議 長 ）  

 あ りが と う ご ざいま し た 。 それでは 、 このビジ ョ ンの進 捗 状 況 につき ま して 、 そのほ

か 、ご意 見 、ご質 問 いかがで し ょ う か 。 よ ろ し い で し ょ う か 。い ずれに しま し て も 、やは

り実 績 が非 常 に目 立 って しまいますので 、 こ れまた次 回 以 降 、 こ こ が非 常 にポイ

ン ト にな っ て く る と思 い ます 。やは り 、 産 業 振 興 とい うのが 、第 一 目 的 に掲 げて く る

だ ろ う と思 いますので 、ぜひ川 西 市 の産 業 振 興 につながるよ う 、 また 、 リ ニ ューアル

考 えていただければ と思 います 。 

 それでは 、続 き ま して 、資 料 ８ でご説 明 いた だ き ま した 、新 商 品 開 発 者 補 助 案

で 、 これ も また漠 然 と し た提 案 でよ く 分 か ら ないんですけれど も 、 ご自 由 にご質 問

な り ご意 見 を出 してい ただ き なが ら 、事 務 局 の方 でそれを積 み重 ねてカチ ッ と し た

制 度 に作 られる と思 い ますので 、自 由 にご意 見 の方 いただけますで し ょ う か 。  

 

（ 委 員 ）  

 この ８にかかわる意 見 を自 由 にでいいですか 。 ７の資 料 で 、 ア ンケー ト なんですけ

れど も 、 これ一 番 多 いのは 、現 状 分 析 なん です 。食 料 品 の買 い物 とい うのが一

番 多 いんです 。だか ら 、 これが多 い とい う こ と は 、皆 さん買 い物 に川 西 に来 ても ら

っ て る とい う こ と なんですけれど も 、今 日 、 「 中 之 島 漁 港 」 と い うのがオープ ン したん

です 。それで 、生 鮮 魚 を生 簀 に入 れて 、そ こ で 、 ま ち なかですけど 、魚 を食 べられた

り 、競 り をや っ た り し て い るわけです 。すば ら し い な と 。 だけ ど 、 こ こ で ア ンケー ト で見

ます と 、 この必 要 な機 能 の中 で青 空 市 場 、直 産 市 場 とい うのが大 体 １ ０％ なん

ですけれど も 、 これが特 に農 家 の農 産 物 だ と思 うんです よね 。 これが逆 に魚 が入

った ら 、ああい うのが入 った ら 、 と にか く 水 族 館 とい うのはま ちなかで も で き る状 態 で

すので 、 こ う い う こ とに よ っ て 、活 気 とい うのはやは り 、は じめの ３つの基 本 構 想 、活

気 と賑 わい 、 こ う い うの を余 所 にない ものを有 効 使 用 の広 場 があった と き 、 そ こ で

そ う い う生 けた魚 を売 る 、解 体 する 、食 べれ る 、そ う い う方 向 をなんか作 って も ら っ

て 、 ど こ に さすか とい っ た時 に 、活 性 化 であっ た り 、活 性 化 事 業 とい うのがあ り ます

ので 、 ど っかやっ て く れ る と こ に 、 こ んなんあ るけどや ら ないか と 、提 案 を して も ら っ た

ら 、 これや った ら う ち で き る じ ゃ ないか と 。 そ う い う よ う に 、 こ ち らか ら一 つの提 案 し

て 、 こ んなんど う ですか とい う よ う な形 の 、ア ン ケー ト を見 る と 、 買 い物 とい うのがほ と

んど比 重 を占 めていますので 、私 ふ っ とそれ もいいかな と思 っ たんですけどね 。 

 

（ 議 長 ）  

 ど う も貴 重 なご意 見 あ りが と う ご ざいます 。ぜひ中 活 の方 でも反 映 させ ていただ

きたい と思 います 。それ では 、ほかございませんで し ょ う か 。商 品 開 発 者 補 助 につ

きま して 。  

 

（ 委 員 ）  

 どの程 度 のこ と を補 助 な さ るのか とい う こ と は分 からないですけど 、例 えば五 つ

星 をお取 りにな られた と こ ろ とか 、 これか ら取 られる と こ ろ とかに 、相 当 やっぱ り頑

張 っ てな さ っ た と思 うん ですね 。それで 、 これか ら取 られる と こ ろが 、 も し取 っ た と した

ら 、市 か ら補 助 と して 、 副 賞 で も なんで もいいですから 、 そ う い う形 で して さ しあげる

とか 、 Ｐ Ｒ を し て さ しあげ る とか とい う よ う な こ と が 。今 も な さ っ てい る と思 いますけれど

も 、補 助 的 な Ｐ Ｒや 、 補 助 金 である とか とい う よ う な こ とがあ っ た ら 、 これか ら応 募 さ

れる方 も多 いだ ろ う し 、 活 性 化 するのではないかな と 。 ち ょ っ と 思 います 。何 か取 っ

ただけで終 わって しま う と 、 さ び しい ですので 、余 談 ですけれど も 、手 前 ど もは 、い ち

じ く ブ ラ ンデー しま した けれど も 、確 かに 、ひ と月 200台 く ら いは売 れてます 。売 れて

る とい う こ とはど う い う こ とか とい う と 、 それを作 る機 械 がいる とい うわけで 、通 常 １ ０

台 、 ２ ０ 台 作 っ てい るの と違 っ て大 きいのがいる とか 、そ う い う よ う な こ とが 、 今 後 、

う ちは も う し てい ますけれど も 、 されていかれる方 に 、た く さ ん売 っ てい く 時 には設 備
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も い るわけですから 、 そ う い っ た補 助 ができた らいいのではないかな と 、 この よ う に思

います 。 

 

（ 議 長 ）  

 ど う も あ りが と う ご ざいます 。かな り 設 備 投 資 もかかる と思 いますので 、具 体 的 に

はど うい う補 助 を考 え られているのか とい うのが見 えないので 、なん と も委 員 の皆 さ

ん も ご意 見 の しよ うが ない と思 うんですけれど も 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 他 市 さんの制 度 も参 考 に し ていただ く と 、 大 き く わけ る と 、 ２ つの流 れがある と思

います 。何 か実 績 を持 った と こ ろ をバ ッ ク ア ップ し てい っ て 、 Ｐ Ｒ し て い っ た り 、報 償

的 な意 味 合 い も含 めて 、例 えばイベ ン ト をや っ て一 番 だ った ら 、川 西 の一 番 のお

菓 子 ですよ とか 、一 番 のなん とかですよ 、 と か い う よ う な形 のものが 、 そ う い う Ｂ－ １

みたいなイ メ ージでや っ てい きたいな とい うの と 、 も う 一 つは 、先 ほどお っ し ゃ っ た よ う

に 、 設 備 から こ う い う もの を作 りたい とい う設 備 投 資 を しなが ら 、 じ っ く り と物 を作 っ

てい く 、 じ っ く り と物 を 作 っ てい く こ とに対 して補 助 を し てい く と い うや り方 。大 き く 分

けた ら そ う い う ２ 種 類 になるのかな と 。 ど ち らが一 番 効 果 的 か 、我 々 こ う い う こ と を

す る と き 、 ど ち らか とい う と即 効 性 を求 めるん ですけれど も 。 た だ 、 そ う し た ら 、 Ｐ Ｒ と

かに使 っ ていいよ とい う こ とに重 き をお く のか 、開 発 とい う こ とに重 き を置 く のか 、そ

こ で我 々 と しては悩 みど こ ろかな とい うのが正 直 あ り ま して 。一 番 簡 単 なものは 、

今 すでにある ものを 、 構 想 を変 えてブ ラ ッ シ ュ ア ッ プ し てい く と い う 。 例 えば川 西 ○

○と して売 り出 し てい く とか 、 とい う補 助 を出 してはる と こ ろ も あ り ま す 。その場 合 金

額 が少 し低 めにな り ますけれど も 。 また 、先 ほ どお っ し ゃ っ た よ う に 、設 備 、例 え

ば 、最 中 とかお饅 頭 とかの金 型 を作 るのに結 構 かかる と 。例 えば きんた く んの金

型 を作 ったやつはけ っ こ う お金 かかるので 、そ れのお金 出 してほ しい とか 。大 き く 分

けた ら 、最 初 の開 発 投 資 に対 して補 助 するのか 、それを売 る とい う こ とに対 して

補 助 す るのか 、それを ミ ッ ク ス し てや っ てい く のか 。 こ う い うパ ター ン な ら 、 この く ら い

の金 額 、 こ っ ちのパ ターンな ら も う少 し出 しま し ょ う とか 。 た だ 、 開 発 の場 合 は 、公

金 で悩 む と こ ろは 、仮 に します と言 っ て 、 手 を上 げても ら っ て 、いいですやっ て く だ さ

い と言 っ て 、 出 来 上 がればいいんですけど 、失 敗 とい う ケース もや っぱ りあるので 、

そ こが我 々も悩 みど こ ろかな と 。 この場 でご意 見 いただ きたいのは 、ど う い う形 のシ

フ ト で支 援 してい っ た方 が 、 よ り 効 果 的 で 、 そ っ ちの方 が本 当 の名 物 、新 商 品 に

なっ てい く のかな と 。 そ の辺 のご意 見 を聞 かせていただけた ら 。 

 

（ 委 員 ）  

 今 の話 聞 いても分 か ら ないままで質 問 するんですけれど も 、若 い人 たちが自 分

で起 業 して 、 こ んな商 品 とい う形 で作 り始 めた と した ら 、や っぱ り一 番 最 初 の作 る

道 具 や機 械 が必 要 。 そ した ら 、 ど このテ レビ を見 て 、覚 えて るのか分 からないです

けれど 、一 年 か 、二 年 か 、そ この場 所 は 、お金 はな しで貸 して も ら え る 。 機 械 を近

く の工 場 の と こ ろ に行 っ て 、一 時 間 く ら いだけその機 械 を貸 して も ら え る とい う形

で 、バ ッ ク ア ッ プ し て 、 そ の自 分 の技 術 を形 に してい く 。一 年 間 切 れた ら 、貸 して も

も ら えない し 、部 屋 もだめにな るけれど も 、 それまでに自 分 の技 術 で商 品 を表 に出

す 、そ して 、流 通 の場 合 はど う しは っ たのか よ く 覚 えていませんが 。 ア イデ ィ アはある

けれど 、一 番 最 初 のもの と 、 流 通 のもの と 、 試 行 錯 誤 する時 間 がないから こそ 、

若 い子 たちは 、表 にボ ンボン 、 新 商 品 とい う形 で 、 出 せない と悩 ん でお られるのだ

と思 うのだけど 、 基 本 がある方 々でも大 変 なのに 、若 い 、一 番 最 初 の人 たちが 、

手 を出 したい と思 っ た時 に 、 どんな助 けを し て も ら え るのかな と 。 ち ゃん と これだけ

審 査 を通 った ら 、お金 を貸 して も ら え る と言 っ て も 、 そ こ までの審 査 までがすご く 遠

いん じ ゃ ないかな と 。 私 、 この話 の中 身 が分 かっていない し 、 テ レ ビの中 に出 てきた

男 の子 たちや女 の子 たちが 、一 年 半 かかってなん とか形 にな っ たけれど も 、一 年

で 、あ との も う半 年 が と て も苦 しいんだ とい うの を思 い出 したので 、 こ んな訳 の分 か
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ら ない話 を してい るんですけれど も 。 ど う い うふ う に後 押 し してあげは るんだ ろ う と 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 今 のお話 はどち らか とい う と チ ャ レ ンジシ ョ ッ プ的 な イ ンキ ュベーシ ョ ン的 なお話 で

ある と思 います 。 この前 身 の前 のビジ ョ ンの時 もそ う い う施 設 はど う だ とい う お話 も

一 回 させて も ら っ てた と思 います 。正 直 、若 い人 たちを支 援 してい っ て応 援 しよ う

い うのは 、 ち ょ っ と 先 だ と思 います し 、 この川 西 ではそ こま で手 を出 していない とい う

のが現 実 ではあ り ますので 、それに代 わる も のではないんですけれど も 、 この制 度

につきま し ては 、本 当 になん とか作 った ものを後 押 し したい とい う のが元 々の発 想

です 。それで 、その商 品 を全 体 的 にバ ッ ク ア ッ プ で き る よ う な体 制 で 。だか ら若 い

人 を助 けてあげて起 業 させ てあげたい とい うのは 、正 直 言 ってまた別 の次 元 の と

こ ろの議 論 があろ うか と思 いますので 、それはそれで必 要 なこ とだ と思 います し 。  

 

（ 委 員 ）  

 今 、言 っ てた 、今 あ る企 業 の人 たちがなん とか捻 出 し て作 り出 し た商 品 に対 し

てのみを 。 

 

（ 事 務 局 ）  

 のみ とか 、そ う い う部 分 ではな く て 、 それがポ ッ と出 てきたやつで もいい と思 います

けれど も 、 た だア イデ ィ ア である とか 、新 商 品 とい うのは 、あ く ま で も 川 西 を売 る とい

うのであ っ て 、 川 西 ら し さ であ る とか 、川 西 の名 前 を冠 に して売 る とか 、極 端 な話

ですけど 、ふな っ しーが突 然 出 てきて 、あれだけ全 国 区 になっ て しま っ た 。 そ う い う

極 端 な話 ですけど 、そ う い う物 と し て川 西 を Ｐ Ｒ で き る よ う な 、 川 西 に来 た ら これ買

っ て帰 ろ うみたいな もので もいい し 、逆 に工 業 製 品 でもいいわけです 。工 業 製 品 の

これがいいんだ 、川 西 市 で作 っ てるんだよ と い う もので もいい と思 います し 。 そ この

発 想 の部 分 はいろんな切 り口 がある と思 い ます 。ただ 、 それを ど うや っ て支 援 して

い く か とい う中 の切 り口 のご ヒン ト を いただければな と 。 こ こはや っぱ り応 援 してあげ

たほ うが一 番 いいよ 。最 初 のお っ し ゃ っ た よ う に 、 開 発 の設 備 の部 分 で １ ０ ０ 万 の

機 械 の ５ ０ 万 を出 すか ら頑 張 って とい う よ う な形 にな るのかな と 。 ど ち らか とい う と

即 効 性 を求 めている と い うのが正 直 あ り ます 。先 ほど申 し ま した よ う に 、 地 方 創

生 の感 じで 、 その中 で も販 路 開 拓 であった り 、企 業 支 援 とみたいな形 の メ ニ ュー

もあ っ た り 、国 の方 も例 示 されていますので 、それに乗 っか った中 で新 しい商 品 と

して 、 川 西 のもの と し て推 してい きたい と 。色 気 がある と言 っ た ら 、色 気 があるの

で 、その辺 は難 し と こ ろ だ と思 います 。 

 

（ 議 長 ）  

 そのほか 、ご意 見 、 ご質 問 あ り ますか 。 

 

（ 委 員 ）  

 新 商 品 の補 助 とい う のは 、 １ ０ 万 とか ２ ０ 万 、 １ ０ ０ 万 の補 助 じゃ な しに 、 大 き な

機 械 を導 入 するには 、 １,０ ０ ０ 万 、 ２ ,０ ０ ０ 万 の金 がかかる とい う こ と も あるのです

かね 。その場 合 、自 己 資 金 が借 りやすいよ う に して あげる手 続 き を してあげる 。 同

時 に利 子 の補 助 をするの も一 応 補 助 とい う 同 じ言 葉 が使 える と思 うんです 。だか

ら 、利 子 補 給 、借 り入 れやすいよ う に して あげ る 。そ うや っ て自 分 の と こ ろの工 場

がも っ と大 き な機 械 を入 れて 、 も っ と量 産 ができ る とい う こ と も あるので 、そ う い う意

味 で 、一 つ利 子 補 給 の方 、 また 、 融 資 の受 けやすい方 法 、それを ち ょ っ と ご検 討

いただいた ら 。数 を し よ う と思 っ た ら それ く ら いない とダ メ なんですよ 。 よ ろ し く お願 い

いた します 。 

 

（ 議 長 ）   

 あ りが と う ご ざいます 。事 務 局 の方 いかがですか 。どの守 備 範 囲 でご意 見 をいた
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だ きたいのか と 。 それで ない と全 員 分 からないのが正 直 な と こ ろ で 。 今 お っ し ゃ っ て

いただいたよ う に 、新 商 品 を開 発 しよ う と 思 っ た ら 、本 当 に設 備 投 資 を何 千 万 単

位 で投 入 して 、 そのレベルから本 当 にち ょ っ と し た 市 場 調 査 して 、 既 存 商 品 に改

良 を施 し てやるよ う な 。 後 は 、 プ ロモーシ ョ ン 費 用 を少 し補 助 し て も ら っ た ら とい う よ

う な 、 い ろい ろ なレベルがあるので 、 なん と も 議 論 の しよ うが ないんですけれど も 。 

 

（ 委 員 ）  

 私 が先 ほど申 し上 げた意 見 の中 には 、川 西 のブ ラ ン ド作 り 、川 西 をアピール し

てい く ための商 品 を作 った人 とい う と こ ろ での補 助 だ と思 うん ですね 。ですか らそれ

が 、ど っかに五 つ星 も ら っ た とい う よ う な と こ ろ だ っ た と した ら 、例 えば １ ０万 円 の補

助 を して あげる とか 、そ う い う小 さな もので もいいですけれど も 、 それはいろい ろ な形

でな さ っ て 、 で き るだけそれをや っ てみよ う とい う 、川 西 のブ ラ ン ド力 を活 か してみよ

う い う方 々に何 かを し てい く 小 さな と こ ろか ら 、最 後 申 し上 げた設 備 投 資 の と こ ろ

まで 、 例 えば ２ ０ ０ 台 では 、今 でき ない状 況 を 、全 国 区 に売 りたいんだ と 。 川 西 が

アピールでき るんだ っ た らや りたいんだ とい う よ う なすごい方 が出 てこ られた ら 、 そ う

い う方 に補 助 ができ るのかど うか とい う と こ ろ を ご検 討 いただいて 、 ど こ までが 、 ど う

い う風 にでき るんだ とい う こ と を 、補 助 の中 に入 れてい っ ていただ く と 、大 中 小 で失

礼 ですけれど も 、 ま ず 、 作 るのは当 然 個 人 が一 生 懸 命 作 ってい く 、 その最 初 の

投 資 は 、やは り個 人 の責 任 です 。その中 で 、川 西 にブ ラ ン ド を作 っ ていける こ と

が 、川 西 と コ ラ ボできた時 に 、補 助 金 を出 し てあげる とい う制 度 にな っ てい く 、 それ

が身 近 なものから大 きな ものまでの段 階 を経 る と 、 なかなかチ ャ レ ン ジ しやすいん じ

ゃ ないかな とい うふ う に申 し上 げたかった とい う こ と です 。  

 

（ 議 長 ）   

 あ りが と う ご ざいます 。 では 、いかがで し ょ う か 。  

 

（ 委 員 ）  

 私 、 この新 商 品 開 発 者 補 助 について皆 さんのご意 見 を聞 いてたんですけれど

も 、 まず 、 川 西 ブ ラ ン ド なんですか 。具 体 的 には 。 イ メ ー ジで し ょ う か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 川 西 ら しい とか 、川 西 はこれだ とい う よ う な カ テ ゴ リーに入 れる 。 

 

（ 委 員 ）  

 そ うい う こ と ですね 。分 か り ま した 。 それで し た ら 、 それを基 に してお話 を させていた

だ き ます 。川 西 ブ ラ ン ド とい う 、 そ う い う アバウ ト な 、実 際 目 に見 えない もの と仮 定 し

ます と 、 川 西 を売 り込 んでい く 形 です と 、新 商 品 開 発 に関 し て補 助 金 を出 す とい

う ご意 見 はいいんですけれど も 、 それよ り も まず 、それを広 げる場 、 ですか ら 、全 国

区 に押 し上 げるのであれば 、それな りの Ｐ Ｒの仕 方 があるんです 。で すか ら 、私 は

作 るのは製 造 者 、製 造 業 な り 、 小 売 り さんが作 るんですけれど も 、 それを Ｐ Ｒ し て

い く こ とが 、市 と し ては一 番 の大 切 な部 分 ではないかな と思 うんです 。 ブ ラ ン ド とい

うのは 、その土 地 土 地 に基 づいた特 産 品 であ り 、 その土 地 の特 色 がある ものを ブ

ラ ン ド と呼 ばれている と思 うんです 。 ですか ら工 業 で言 いますけれど も 、福 井 県 で

すけれど も 、 メ ガ ネの フレーム屋 さん 、 あれ も一 つの国 内 ブ ラ ン ド に な っ ています 。 で

すか ら 、 そ う い う ブ ラ ン ド とい う観 点 で捉 えるのであれば 、それを Ｐ Ｒ す る方 法 を私 は

市 に求 めます 。それに対 しての補 助 を してい ただ きたい 。その方 が 、私 たちは持 っ

てい る ものを ア ピールでき ます 。 ですか ら 、 そ う い う制 度 の創 設 を し ていただいた方

があ りがたいです 。 

 

（ 議 長 ）  

 あ りが と う ご ざいます 。かな り事 務 局 の方 も貴 重 な意 見 をた く さん いただ き ま した
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ので 、参 考 に していた だければ と思 います 。 そのほかはいかがで し ょ う か 。 よ ろ しい で

し ょ う か 。  

 おそ ら く 、 ま た次 回 の委 員 会 がど こかでは出 て く る予 定 はあるん で し ょ う か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 今 まだ 、次 回 開 催 日 は未 定 ではあるんですが 。 

 

（ 議 長 ）  

 まあそ う ですね 。個 人 的 には 、他 市 を参 考 に とい う こ と も お っ し ゃ られま したので 、

他 市 でど う い う制 度 を作 っ てい るのか とい う こ と も い っ たん見 ていただいた上 で議

論 していかない と 、 一 人 一 人 いろい ろな イ メ ージがあ り ます し 、 そ こ の共 通 的 な土

台 とい うのが持 ちに く い と思 いますので 、そ う い う こ と も取 り入 れなが ら 、今 いただ き

ま したい ろい ろ なレベルで補 助 を考 えてい く と い う ご意 見 。 さ ら には Ｐ Ｒ部 分 に特 化

した よ う な補 助 制 度 を作 っ てい く です とか 、い ろい ろ な タ イ プ とい うのが見 出 してい

ける と思 いますので 、 ま た 、事 務 局 の方 で 、そのあた り ご検 討 いただければ と思 い

ます 。 

 それでは 、時 間 の方 もだいぶ押 してまい り ま したが 、全 体 的 にビジ ョ ンの進 捗 状

況 、 さ ら には 、開 発 者 補 助 に関 して 、何 か言 い残 されたご意 見 はございませんで

し ょ う か 。 よ ろ しい で し ょ う か 。 

 それでは 、 これ で 、 一 応 議 事 の方 は終 了 させていただ きたい と思 います 。あ りが

と う ご ざいま した 。 それ では 、 ４ 番 目 ですが 、 その他 に移 りたい と思 いますが 、事 務

局 、ご ざいますで し ょ う か 。  

 

（ 事 務 局 ）  

 皆 さん も ご存 じか と思 うんですが 、佐 々木 委 員 長 がこれから フ ラ ンスに一 年 間

海 外 出 張 に行 かれますので 、委 員 長 代 行 をたてる必 要 があ り ます 。規 則 の第 ６

条 第 ２ 項 に 、 「 委 員 長 が欠 けた場 合 、 あ らか じめその指 名 する委 員 がその職 務

を代 理 する 」 と あ り 、 提 案 公 募 型 の審 査 会 の部 会 、 こ ち らの部 会 長 も産 業 ビジ

ョ ン推 進 委 員 会 委 員 長 が部 会 長 にな る とい う こ とにな っ てお り ま し て 、一 年 の間

に開 催 があった場 合 、代 理 をたててい く 必 要 がある こ とか ら 、 佐 々木 委 員 長 の方

から指 名 を していただければ と考 えてお り ます 。 

 

（ 議 長 ）  

 本 当 に今 事 務 局 の方 でお っ し ゃ っ ていただいたんですけれど も 、私 事 で恐 縮 で

すが 、一 年 間 不 在 に させていただ き ます 。本 来 で した ら 、 次 の会 議 の時 にすべき

こ となんで し ょ う が 、 私 その時 お り ませんので 、 ご説 明 いただ き ま し た よ う に 、 本 委

員 会 の協 議 会 の規 則 第 ６条 第 ２項 で 「 委 員 長 が指 名 する 」 と い う条 項 がござい

ますので 、本 当 に僭 越 ですけれど も 、 この年 度 のこの場 をお借 り し て指 名 させ てい

ただければ と思 っ てお り ます 。非 常 に長 い間 して恐 縮 なん ですけれど も 、 これまで 、

この産 業 ビジ ョ ンの制 定 、遂 行 に関 して 、前 ビジ ョ ンの時 から係 っ ていただ き ま し

て 、 しか も 、 高 い学 識 を持 っ て参 画 していた だ き ま した 、川 口 委 員 にぜひお願 い し

たい と思 っ てお り ます 。 

 すみませんが 、 よ ろ し く お願 いいた します 。 

 

（ 川 口 委 員 ）  

 大 変 僭 越 でございますので 、お受 け しかね る気 持 ちを持 っ てい るんですが 、先 生

の一 年 間 のお出 かけになられる間 だけ 、少 し代 理 を務 めさせ ていただ き ます 。ただ

し 、 皆 様 のご協 力 な く ては 、 と て も と て も ち ゃ ん と した こ う い う運 営 ができ ませんの

で 、 ど う ぞ ご協 力 とア ド バ イスをいただけま した ら と思 います 。 

 

（ 議 長 ）  
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 よろ し く お願 いいた し ます 。あ りが と う ご ざいます 。 

 それでは 、その他 ほかに事 務 局 、ご ざいますで し ょ う か 。  

 とにか く 、本 ビジ ョ ン の委 員 長 と先 ほどご説 明 いただいた提 案 公 募 型 の部 会

長 の両 方 ございますが 、 ど う ぞ よ ろ し く お願 いいた します 。 

 それでは 、 これ ですべて議 事 の方 は終 了 と な り ます 。 以 上 を も ちま して 、 委 員 会

を閉 会 させ ていただ き ます 。本 当 に遅 い時 間 、 しか も また寒 さ も ま た ち ょ っ と戻 っ て

まい り ま して 、お寒 い中 ではございますが 、本 当 に熱 心 にご討 議 いただ き ま して誠

にあ りが と う ご ざいま し た 。 これで 、 私 ち ょ っ と 一 年 間 不 在 にさせ ていただ き まずが 、

また戻 っ て き ま した時 にはまたよろ し く お願 いいた します 。本 当 にど う も あ りが と う ご

ざいま した 。  

  ※ 主な発言の要旨等 、審議経過がわかるように記載すること。 


